
障害者差別解消法
しょう がい しゃ さ べつ

困っている人に勇気を出して しよう!!声かけ
こま ひと ゆう き だ

かい しょう ほう

ヘイトスピーチ対策法
たい さく ほう

部落差別解消推進法
ぶ らく さ べつ かい しょう すい しん ほう

～部落差別の解消の推進に関する法律～
ぶ らく さ べつ かい しょう すい しん ほうかん りつ～本邦外出身者に対する不当な差別的言動の

        解消に向けた取組の推進に関する法律～

ほん ぽう がい しゅっ しん しゃ さ べつ てき げん どうふ とうたい

かい しょう すい しんとりむ かんくみ ほう りつ

～障害を理由とする差別の

　　　　　　  解消の推進に関する法律～

しょう り ゆうがい さ べつ

かい しょう すい しん かん ほう りつ

《現状》
げん じょう

ほう りつ

《法律のポイント》

・車イスでの入店を断られた
・習いごとなどの入会を断られた
・アパートを貸してもらえなかった　など

障がいがあるということで、“困ったこと”や“つらい

想い”をさせる“障がい者差別”が起こっています。

① 障がいを理由とする、差別的な対応を禁止する。

しょう

障がいの有無にかかわらず、

お互いが相手の気持ちを想像し、

共に支え、認め合える社会を

めざしましょう

しょう う む

たが そう ぞうあい て き も

とも しゃ かいささ みと あ

しょう り ゆう さ べつ てき たい おう きん し

② 障がいのある人が、困っている意思を伝えたとき、

　 できる協力・支援を行う。

しょう ひと こま い し つた

きょう りょく し えん おこな

こま

おも しょう しゃ さ べつ お

くるま にゅう てん ことわ

・白杖が上向きの時、「何かできる
ことは？」と進んで聞いてみる
・バスの乗降時に、低いステップや
スロープなどを活用する
・説明する時に、絵や写真、タブレット
などを活用する　など

障がいや状況に応じて工夫しよう。
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かつ よう
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か

お互いを ことから始めよう!!正しく知る
たが はじ

《現状》
げん じょう

ほう りつ

《法律のポイント》

・特定の国の出身の人に対して、

一方的に追い出そうとするデモなどを行う

・掲示板やSNSなどに、差別的な書き込みや

誤った情報などを流す　など

諸外国の人々が交流する場に積極的に

参加してみましょう。

生まれた国が違うだけで、傷つけ・脅す言動を繰り

返す“ヘイトスピーチ”が問題になっています。

① 出身国が違う人々を排除するような不当な
　 差別的言動を行ってはならない。

② 差別的言動のない社会の実現に努める。

う くに ちが

人種・民族・国籍などの

違いを認め合って、自分のルーツや

文化（ことば・歴史など）を

大事に尊重できる社会を

めざしましょう。
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自分のこととして学び、考えよう!!
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《現状》
げん じょう
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《法律のポイント》

・同和地区をたずねる『差別問い合わせ』
・結婚をする際の『身元調査』
・不動産取引などで、同和地区かどうかを
たずねる『土地の調査』　など

インターネットの普及に伴い、差別的な書き込みや

身元調査など悪質な“部落差別”が起こっています。

① 今もなお、部落差別が存在することを新たに示した。

ふ きゅう ともな さ べつ てき か こ

一人一人のいのちが大切にされ、

誰もが胸を張って、

自分のふるさとを語り、

誇れる社会をめざしましょう。
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② 部落差別は許されない解決すべき課題である。
ぶ らく さ べつ ゆる

③ 部落差別のない社会を実現するために、

　 調査、相談体制の充実、教育及び啓発を行う。
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「部落問題は、昔のことでも、一部の人の
ことでもなくて、自分たち一人一人の
問題なんだ。

子どもから大人までみんなで考えていく

ことが大切だよ。」

ぶ

こ お と な

たい

かんが

せつ

じ ぶん ひ と り ひ と り

もん だい

らく もん だい むかし いち ぶ ひと

こえ ただ し じ ぶん


